
神奈川の研究者紹介 

氏  名 倉貫 早智（くらぬき さち） 

 

現  職 
神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部准教授 

（博士（食品栄養科学）） 

主な経歴 
静岡県立大学大学院生活健康科学科食品栄養科学専攻博士課程修

了。神奈川県立保健福祉大学助手、助教、講師を経て現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
基礎栄養学、機能性を持つ食品の普及啓発システムの開発 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

「食生活の基礎と実例から学ぶ食事支援・指導」、中央法規出版、分担執筆 

「食事指導の ABC」、日本医師会、分担執筆 

【論文】 

栄養摂取状況の改善に向けた簡便な食事調査のためのタッチパネル式食物摂取頻度調査

法の開発とその評価、日本臨床栄養学会雑誌, 31, P68-73,2010 

食事構成の違いによる食後血糖への影響,日本臨床栄養学会雑誌, 32(4), P267-272,2011 

Evaluation of postprandial glucose excursion using a novel minimally invasive glucose 

area-under-the-curve monitoring system. J Healthc Eng. 4(4) : 529-40,2013 

【委員・役員歴】 

日本臨床栄養学会 編集委員、日本臨床栄養協会 評議委員、 

平成 26 年度農林水産省補助事業「6 次産業化促進技術対策事業」専門委員 

神奈川県と

の関わり 
医食農同源高機能性研究事業（平成 24 年、平成 25 年度） 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

食後の血糖上昇を抑える食事や食生活、遺伝子解析に関わる研究 

機能性を持つ農林水産物の普及啓発のシステム作りの一環として、「AMF 栄養ケアステー

ション」の展開に関する研究 

 

連 絡 先 

〒238-8522 神奈川県横須賀市平成町 1-10-1 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部栄養学科 
電話：046-828-2500（大学代表） 

E-mail：kuranuki-s@kuhs.ac.jp 
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神奈川の研究者紹介 

氏  名 菅原 憲一（すがわら けんいち） 

 

現  職 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部教授（博士（学術）） 

主な経歴 

広島大学大学院博士前期課程修了。広島県立保健福祉短期大学理

学療法学科、川崎医療福祉大学リハビリテーション学科、2003 年

当大学着任 

専攻分野・

研究テーマ 
電気生理学、運動制御学、理学療法学 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員

の経験等） 

【著書】 

標準理学療法学『物理療法学』医学書院.編集および分担執筆 他  

【論文】 

Different motor learning effects on excitability changes of motor cortex in muscle 

contraction state, Kenichi Sugawara1, Shigeo Tanabe, Tomotaka Suzuki, & Toshio Higashi. 

Somatosens Mot Res,Sep;30(3): 133-9, 2013 

Changes of excitability in M1 induced by neuromuscular electrical stimulation differ 

between presence and absence of voluntary drive, Kenichi Sugawara, Shigeo Tanabe, 

Toshio Higashi, Takamasa Tsurumi,and Tatsuya Kasai. International Journal of 

Rehabilitation Research 34 100-109 2011 他 

【委員・役員歴】 

理学療法学 査読委員、日本基礎理学療法学会 理事 

神奈川県と

の関わり 

県立大学の特色として県内における地域貢献活動を視野に入れ研究するとともに特にリ

ハビリテーション医療に関連する臨床家とのコラボレーションを積極的に進めている。 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

電気生理学的手法を用いた運動機能制御に関わる中枢神経系機能動態の検討、運動学習お

よび脳の可塑性に関わる電気生理学的検討、さらには末梢感覚入力と随意運動による機能

制御動態の検証等をそれぞれ主に誘発筋電図を用いて行っている。各研究は脳卒中や頭部

外傷その他の中枢神経系障害患者の機能回復における感覚運動系機能の改善を目的とし

ているもので、健常者の神経生理学的メカニズムを明らかにすることで、各種病態への運

動療法や運動学習を構築するための基礎的な研究を行っている。また、中枢神経系機能障

害患者が有する不随意運動および筋緊張異常改善のためのリハビリテーション治療技術

の開発を目的として行っている。 

連 絡 先 

〒238-8522 神奈川県横須賀市平成町 1-10-1 神奈川県立保健福祉大学 

電話：046-828-2736 

E-mail：sugawara-k@kuhs.ac.jp 

神奈川の研究者紹介 

氏  名 KAISER, Stefan（  カイザー　シュテファン） 

 

現  職 國學院大學文学部教授（特別専任）（Ph.D.） 

主な経歴 
東京大学大学院修士課程修了。西オーストラリア大学、ロンドン大

学、筑波大学を経て、2010 年より現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
西洋人日本語学史 横浜ピジン 文字学 漢字と漢字教育 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

Japanese: a Comprehensive Grammar, 2nd ed.（平成 25 年） 

「漢字：その魅力にひそむエンドレス感」（平成 24 年） 

【論文】 

明治前後の西洋人によるワ・ガの記述再考（平成 26 年） 

Yokohama dialect, Yokohama kotoba and Kurumaya-eigo: the nature of the pidgin that 

developed in contact situations after the opening of the port of Yokohama（平成 18 年） 

 

神奈川県と

の関わり 

 

横浜開港資料館の図書室を活用しています。 

 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

「横浜ダイアレクト」というピジン語や「横浜ことば」に関心があり、研究論文を数点発

表している。また、「横浜ダイアレクト」の使用者に関する情報を、当時の横浜発行の英

字新聞などで調査している。 

 

 

連 絡 先 

〒150-8440 東京都渋谷区東４－１０－２８ 國學院大學 

電話：03-5466-0130（広報課） 

E-mail：kouho@kokugakuin.ac.jp 
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神奈川の研究者紹介 

氏  名 菅原 憲一（すがわら けんいち） 

 

現  職 神奈川県立保健福祉大学保健福祉学部教授（博士（学術）） 

主な経歴 

広島大学大学院博士前期課程修了。広島県立保健福祉短期大学理

学療法学科、川崎医療福祉大学リハビリテーション学科、2003 年

当大学着任 

専攻分野・

研究テーマ 
電気生理学、運動制御学、理学療法学 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員

の経験等） 

【著書】 

標準理学療法学『物理療法学』医学書院.編集および分担執筆 他  

【論文】 

Different motor learning effects on excitability changes of motor cortex in muscle 

contraction state, Kenichi Sugawara1, Shigeo Tanabe, Tomotaka Suzuki, & Toshio Higashi. 

Somatosens Mot Res,Sep;30(3): 133-9, 2013 

Changes of excitability in M1 induced by neuromuscular electrical stimulation differ 

between presence and absence of voluntary drive, Kenichi Sugawara, Shigeo Tanabe, 

Toshio Higashi, Takamasa Tsurumi,and Tatsuya Kasai. International Journal of 

Rehabilitation Research 34 100-109 2011 他 

【委員・役員歴】 

理学療法学 査読委員、日本基礎理学療法学会 理事 

神奈川県と

の関わり 

県立大学の特色として県内における地域貢献活動を視野に入れ研究するとともに特にリ

ハビリテーション医療に関連する臨床家とのコラボレーションを積極的に進めている。 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

電気生理学的手法を用いた運動機能制御に関わる中枢神経系機能動態の検討、運動学習お

よび脳の可塑性に関わる電気生理学的検討、さらには末梢感覚入力と随意運動による機能

制御動態の検証等をそれぞれ主に誘発筋電図を用いて行っている。各研究は脳卒中や頭部

外傷その他の中枢神経系障害患者の機能回復における感覚運動系機能の改善を目的とし

ているもので、健常者の神経生理学的メカニズムを明らかにすることで、各種病態への運

動療法や運動学習を構築するための基礎的な研究を行っている。また、中枢神経系機能障

害患者が有する不随意運動および筋緊張異常改善のためのリハビリテーション治療技術

の開発を目的として行っている。 

連 絡 先 

〒238-8522 神奈川県横須賀市平成町 1-10-1 神奈川県立保健福祉大学 

電話：046-828-2736 

E-mail：sugawara-k@kuhs.ac.jp 

神奈川の研究者紹介 

氏  名 KAISER, Stefan（  カイザー　シュテファン） 

 

現  職 國學院大學文学部教授（特別専任）（Ph.D.） 

主な経歴 
東京大学大学院修士課程修了。西オーストラリア大学、ロンドン大

学、筑波大学を経て、2010 年より現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
西洋人日本語学史 横浜ピジン 文字学 漢字と漢字教育 

主要業績 

（これまで

発表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

Japanese: a Comprehensive Grammar, 2nd ed.（平成 25 年） 

「漢字：その魅力にひそむエンドレス感」（平成 24 年） 

【論文】 

明治前後の西洋人によるワ・ガの記述再考（平成 26 年） 

Yokohama dialect, Yokohama kotoba and Kurumaya-eigo: the nature of the pidgin that 

developed in contact situations after the opening of the port of Yokohama（平成 18 年） 

 

神奈川県と

の関わり 

 

横浜開港資料館の図書室を活用しています。 

 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

「横浜ダイアレクト」というピジン語や「横浜ことば」に関心があり、研究論文を数点発

表している。また、「横浜ダイアレクト」の使用者に関する情報を、当時の横浜発行の英

字新聞などで調査している。 

 

 

連 絡 先 

〒150-8440 東京都渋谷区東４－１０－２８ 國學院大學 

電話：03-5466-0130（広報課） 

E-mail：kouho@kokugakuin.ac.jp 

 

神奈川の知的資源

37かながわ政策研究・大学連携ジャーナル No.7 2014.12



神奈川の研究者紹介 

氏  名 一 正孝（はじめ まさたか） 

 

現  職 
國學院大學人 間 開 発 学 部 教授・地域ヘルスプロモーション

セ ン タ ー 長  

主な経歴 

日本体育大学助手 

日本女子大学助手 

國學院大學人間開発学部教授 

専攻分野・

研究テーマ 
体育・スポーツ学（哲学・社会学） 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【調査・研究報告等】 

「身体運動の指導法に関する研究」（平成 24 年） 

「身体に関する一考察」（平成 23 年） 

「大學体育における合気道が生理・心理的諸側面に及ぼす影響について」（平成 22 年） 

【書籍】 

「教養としてのスポーツ・身体文化」大修館書店（平成 19 年）（共） 

【著書】 

「スポーツの指導者を考える」國學院雑誌第 109 巻第 1 号（平成 20 年） 

「スポーツの概念について」國學院雑誌第 103 巻第 9 号（平成 14 年） 

神奈川県と

の関わり 

県立体育センター企画「3033 運動」の一環として、健康講座「健康体操」、「健康テニ

ス」、「親子で運動」を実施 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

地域ヘルスプロモーション関係 

身体運動に関する研究 

体育・スポーツの指導者養成 

オリンピック関係 

 

連 絡 先 

〒150-8440 東京都渋谷区東４－１０－２８ 國學院大學 

電話：03-5466-0130（広報課） 

E-mail：kouho@kokugakuin.ac.jp 

 

神奈川の研究者紹介 

氏  名 窪田 聡（くぼた さとし） 写真 

現  職 国際医療福祉大学小田原保健医療学部講師（博士（保健医療学）） 

主な経歴 
国際医療福祉大学大学院福祉援助工学分野博士課程修了。同大学小

田原保健医療学部助教を経て、2012 年より現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
高齢者リハビリテーション、人間工学、生体医工学 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

すぐできる！リハビリテーション統計（南江堂、分担執筆） 

【論文】 

Kubota, S., Endo, Y., Kubota, M. 2013. Effect of upper torso inclination in Fowler’s 

position on autonomic cardiovascular regulation. J Physiol Sci 63, 369-376. 

窪田 聡. 2013. 寝具で過ごす・寝具から離れる. バイオメカニズム学会誌 37, 153-157. 

窪田 聡, 山本 澄子. 2008. 介護用ベッド背上げ時の姿勢評価：姿勢に影響を及ぼす要因. 

人間工学 44, 109-116. 

【委員・役員歴】 

ISO 国政規格適正化調査研究委員会歩行補助器委員会（H15～18）、栃木県介護研修セ

ンター福祉用具相談員（H16～18）、バイオメカニズム学会編集委員査読幹事（H23～） 

神奈川県と

の関わり  
小田原市男女共同参画プラン策定推進委員（ H22 ～23 ） 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 
身体負担を低減することができる医療・介護用ベッド・マットレスの機能を明らかにし、
臨床現場での介入方法やベッド・マットレスの設計指針を示したい。 
摂食嚥下（食べること・飲み込むこと）障害のある患者に対する、支援方法
したい。  
重度認知症患者のより良い人生のために，どのような介入が効果的か明らかにしたい。 

 

連 絡 先 

〒250-8588 神奈川県小田原市城山 1-2-25 国際医療福祉大学小田原保健医療学部 
電話：0465-21-6500 
E-mail：satoshi@iuhw.ac.jp 

 

を明らかに

38 かながわ政策研究・大学連携ジャーナル No.7 2014.12



神奈川の研究者紹介 

氏  名 一 正孝（はじめ まさたか） 

 

現  職 
國學院大學人 間 開 発 学 部 教授・地域ヘルスプロモーション

セ ン タ ー 長  

主な経歴 

日本体育大学助手 

日本女子大学助手 

國學院大學人間開発学部教授 

専攻分野・

研究テーマ 
体育・スポーツ学（哲学・社会学） 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【調査・研究報告等】 

「身体運動の指導法に関する研究」（平成 24 年） 

「身体に関する一考察」（平成 23 年） 

「大學体育における合気道が生理・心理的諸側面に及ぼす影響について」（平成 22 年） 

【書籍】 

「教養としてのスポーツ・身体文化」大修館書店（平成 19 年）（共） 

【著書】 

「スポーツの指導者を考える」國學院雑誌第 109 巻第 1 号（平成 20 年） 

「スポーツの概念について」國學院雑誌第 103 巻第 9 号（平成 14 年） 

神奈川県と

の関わり 

県立体育センター企画「3033 運動」の一環として、健康講座「健康体操」、「健康テニ

ス」、「親子で運動」を実施 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

地域ヘルスプロモーション関係 

身体運動に関する研究 

体育・スポーツの指導者養成 

オリンピック関係 

 

連 絡 先 

〒150-8440 東京都渋谷区東４－１０－２８ 國學院大學 

電話：03-5466-0130（広報課） 

E-mail：kouho@kokugakuin.ac.jp 

 

神奈川の研究者紹介 

氏  名 窪田 聡（くぼた さとし） 写真 

現  職 国際医療福祉大学小田原保健医療学部講師（博士（保健医療学）） 

主な経歴 
国際医療福祉大学大学院福祉援助工学分野博士課程修了。同大学小

田原保健医療学部助教を経て、2012 年より現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
高齢者リハビリテーション、人間工学、生体医工学 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

すぐできる！リハビリテーション統計（南江堂、分担執筆） 

【論文】 

Kubota, S., Endo, Y., Kubota, M. 2013. Effect of upper torso inclination in Fowler’s 

position on autonomic cardiovascular regulation. J Physiol Sci 63, 369-376. 

窪田 聡. 2013. 寝具で過ごす・寝具から離れる. バイオメカニズム学会誌 37, 153-157. 

窪田 聡, 山本 澄子. 2008. 介護用ベッド背上げ時の姿勢評価：姿勢に影響を及ぼす要因. 

人間工学 44, 109-116. 

【委員・役員歴】 

ISO 国政規格適正化調査研究委員会歩行補助器委員会（H15～18）、栃木県介護研修セ

ンター福祉用具相談員（H16～18）、バイオメカニズム学会編集委員査読幹事（H23～） 

神奈川県と

の関わり  
小田原市男女共同参画プラン策定推進委員（ H22 ～23 ） 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 
身体負担を低減することができる医療・介護用ベッド・マットレスの機能を明らかにし、
臨床現場での介入方法やベッド・マットレスの設計指針を示したい。 
摂食嚥下（食べること・飲み込むこと）障害のある患者に対する、支援方法
したい。  
重度認知症患者のより良い人生のために，どのような介入が効果的か明らかにしたい。 

 

連 絡 先 

〒250-8588 神奈川県小田原市城山 1-2-25 国際医療福祉大学小田原保健医療学部 
電話：0465-21-6500 
E-mail：satoshi@iuhw.ac.jp 

 

を明らかに

神奈川の知的資源
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神奈川の研究者紹介 

氏  名 谷山 牧（たにやま まき） 

 

現  職 国際医療福祉大学小田原保健医療学部准教授（修士（保健学）） 

主な経歴 
東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学専攻博士課程満期退

学。川崎市立看護短期大学講師、国際医療福祉大学講師を経て現職。 

専攻分野・

研究テーマ 
在宅看護論 

主要業績 

（これまで発

表した著

書、論文、

行政委員の

経験等） 

【著書】 

『疾患別外科看護：基礎知識・関連図と実践事例』（共著）中央法規出版、2011 

【論文】 

看護学生を対象とした臨地実習自己効力感尺度の作成と評価，日本看護学教育学会誌，

22(3), 13-22, 2013． 

Differences and commonalities in difficulties faced by clinical nursing educators and 

faculty in Japan: a qualitative cross-sectional study. BMC Nursing,11:21,2012  

【学会発表】 

Poverty and nursing in Japan: Difficulties faced by home visit nurses who care for elderly 

welfare recipients and potential solution.  

The 17th East Asian Forum of Nursing Scholars, 86,2014,  

生活保護受給高齢者の在宅ケアにおける効果的な支援． 

第 18 回日本在宅ケア学会学術集会講演集, 97, 2014. 

訪問看護師が認識する生活保護受給高齢者に対する在宅ケアにおける課題． 

第 33 回日本看護科学学会学術集会講演集, 257, 2013 

神奈川県と

の関わり 

人生のほとんどを神奈川県ですごしていますが、自治体との関わりは現在のところ特に

ありません。 

メッセージ 

【現在、関心をもっている領域】 

ホームレス者、無料低額宿泊所入所者など生活困窮状態にある方々のヘルスケアニーズ

の明確化とエンパワーメントプログラムの開発 

地域包括ケアシステムの推進 

高齢者、生活困窮者などの社会的弱者の孤立を防ぎ、社会参加を高めるしくみづくり 

 

連 絡 先 

〒250-8588 神奈川県小田原市城山 1-2-25 国際医療福祉大学小田原保健医療学部 

電話：0465-21-6500 

E-mail：taniyama@iuhw.ac.jp 

 

政策研究・大学連携センターでは「大学連携に係るポータルサイト」

を開設しています。 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

 今回は特集として「大学生の課題解決力の向上を目指して」を取り上げ、大学等の 

特色ある取組み等を紹介した。 

大学生の課題解決力を高める、代表的手法として「課題解決型学習（PBL）」がある。

東京情報大学・栁田氏にヒアリングした際、「PBL において課題解決力をより一層高

めるには、学生たちが自らの知識・関心領域外にも解があるということに気づけるか

どうかが重要なポイントになる」という話があった。学生の気づきを促進するには、

現在の領域から一歩踏み出そうとすることに対して「やってみよう」と推奨し、領域

外の空気を吸う楽しさを学生が経験できるようにすることも一案と考える。それがで

きるように大学が外部の地域、企業、自治体等の組織体との連携を深めるためには、

相手先のこうした取組みに対する要望・期待にもっと耳を傾けるべきである。そうす

ることで、今後、課題解決型学習をさらに拡充させていくことが可能となるだろう。 

                                                    （岸本（真）） 

できます。
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